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会議名 主催 実施回数 検討事例数 延べ
参加者数

個
別
課
題
解
決

地域ケア個別会議 地域包括支援センター ２５回 ２５件 ２６８人

介護予防個別会議 柏市 ２４回 ２４件 １６４人

政
策
立
案

地
域
づ
く
り
・
資
源
開
発

地域ケア
推進圏域会議 地域包括支援センター １２回 ― ３５４人

地域ケア推進会議 柏市 １回 ― ２６人
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年齢 性別

介護度 世帯構成

75歳以上

96%

65歳以上

74歳以下

4%

女

72%

男

28%

要介護２

24%

要介護１

20%未申請

20%

要支援２

12%

要介護４

8%

申請中

8%
要支援１

4%

非該当

4%

その他の

世帯

52%
ひとり暮

らし世帯

24%

高齢者世帯

24%
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年齢 性別

介護度 世帯構成

75歳以上

84歳以下

58%

85歳以上

42%
女

54%

男

46%

要支援１

58%

要支援２

42%
高齢者世帯

42%ひとり暮らし

世帯

37%

子と同居

21%
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地域ケア個別会議 介護予防個別会議

センター職員

28%

地域関係者

20%

介護関係者

25%

その他

19%

市職員

4%

医療関係者

4%

医療関係者

68%

センター職員

29%

介護関係者

3%
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包括 テーマ

柏北部 老障世帯への支援でできること

柏北部第２ ８０５０世帯と親亡き後の子の生活を地域でどの
ように支えていくか

北柏 地域全体で高齢者を見守る意識を醸成する方法に
ついて考える

北柏第２ 孤立化させない地域の見守りや支えあいについて

柏西口 認知症にやさしい地域について考える

柏西口第２ 老いじたくの不安についてできること～老いじた
くの不安解消ツールを作成してみよう

柏東口 見守りの輪を広げる

柏東口第２ ケアマネジャーと民生委員のネットワークを作る

光ケ丘 光ケ丘・酒井根ミラクル（地域資源活用を意識し
協働できることを考える）

柏南部 地域と考えるオーラルフレイル

柏南部第２ 高齢者虐待を未然に防ぎ，支援が行き届く地域づ
くり

沼南 高齢障害世帯における権利擁護の現状と課題につ
いて

30%

16%

13%

12%

8%

6%

6%
6%

2% 1%

介護関係者
民生委員
その他
センター職員
自治会町会地域住民等
ふるさと協議会・地区社協等
医療関係者
支えあい推進員・たすけあい団体等
市職員
民間事業者 9
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生活支援体制整備事業モデル地域事業の取り組み
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国際長寿センター「地域包括ケアシステムの推進に向けた

多職種連携と協働のあり方」より

生活支援体制整備事業モデル地域事業の取り組み
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生活支援体制整備事業モデル地域事業の取り組み
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モデルケースの概要と目標

14



モデルケースの対応と評価
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「生活課題の解決＝介護保険ではない。」社会資源のマッチングに対し，地域住民の特技
や好きな事の情報収集～リスト化～コーディネ
イト役が必要

担い手不足については，活動に対する
責任の重さなど心理的ハードルが高い

多世代に対する周知活動を行うため，
情報発信が必要

ケース１～４を受けて開催した地域ケア推進圏域会議の内容
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地域共生社会の実現・地域の活性化イメージ図

厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会の

中間整理及び総合事業の充実に向けた工程表について」より
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生活支援体制整備事業の役割

今までの取り組み

これからの取り組み
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